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要旨：本研究は，二方向荷重を受ける隅柱・梁接合部のせん断性能と柱軸力の関係を実験的に調べ

たものである。二方向載荷時の各構面の接合部せん断強度は, 靭性指針1)の計算値の1.04 ～ 1.29 倍

となった。0.6 σ0（σ0:コンクリート圧縮強度）の高軸力を受ける接合部のせん断強度は，低軸力

を受ける場合に対して 10% 程度上昇した。軸力レベル 0.6 では，接合部最大せん断耐力到達後，高

軸力による接合部の急激な圧壊はみられなかった。柱軸力レベルが 0.9 になると，接合部の柱軸方

向変形が顕著になり，接合部軸方向耐力の急激な劣化がみられた。
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1．はじめに

　柱・梁接合部せん断強度に及ぼす影響因子は多く

存在し，その中でコンクリート圧縮強度，柱・梁接

合部主筋の付着，接合部せん断補強筋量らの影響に

ついての研究はこれまで数多く行われてきた。しか

しながら，柱軸力及び二方向載荷の接合部せん断強

度への影響はまだ，明確にされていないのが現状で

ある。図-1 に示すように，地震時の高層建物では一

階の隅柱に非常に大きな軸圧縮力が作用する。本研

究は，高軸力及び二方向載荷が隅柱・梁接合部のせ

ん断強度と接合部せん断耐力到達以後の柱軸力保持

能力に及ぼす影響を実験的に調べた。また，梁主筋

の接合部内でのプレート定着の性能を調べるために，

すべての試験体の梁筋をプレート定着とした。

2．実験概要

2.1 試験体概要

　試験体は3体で，すべて接合部せん断破壊が先行す

る二方向隅柱を想定して設計された。梁主筋はすべ

て接合部内でプレート定着し，その接合部での投影

長さは指針1)の最小値の146mm（柱せいの2/3)とした。

接合部フープ筋の鉄筋比は,SP1，SP2 ともに0.3%(2-

φ 6× 3set)で ,SP3では0.7%(2-φ 9× 3set)である。

ここでは，南北梁を主梁、東西梁を直交梁とする（図-

1に示す）。試験体の配筋詳細を図ｰ2に示す。柱，梁

主筋の降伏強度は548MPa，φ 6 及びφ9 せん断補強

筋の降伏強度はそれぞれ345MPa，384MPa である。コ

ンクリートの圧縮強度は，SP1 及び SP2，SP3 に対し

てそれぞれ34MPa，29MPa である。試験体及び使用材

料一覧を表-1，表-2 に示す。

図-1　研究対象及び載荷方向

表ｰ2　使用材料一覧

  表 -1　試験体一覧表
試 験 体 軸 力 レ ベ ル 接 合 部 梁 主 筋
名 称 σ / σ 0 せ ん 断 補 強 筋 定 着 形 式
S P 1 0 . 2
S P 2
S P 3 2 - φ 9 × 3 s e t

σ ： 柱 断 面 に 作 用 す る 平 均 軸 圧 縮 応 力 ( M P a )
σ 0： コ ン ク リ ー ト 圧 縮 強 度 ( M P a )

2 - φ 6 × 3 s e t
プ レ ー ト 定 着

0 . 6
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試験体 圧縮強度 引張強度 Ec 降伏強度 Es
名称 (MPa) (MPa) ×104(MPa) (MPa) ×105(MPa)
SP1 34.3 3.3 2.04 D13 548.3 1.96
SP2 29.1 2.9 2.01 φ9 384.2 2.12
SP3 29.1 2.9 2.01 φ6 345.6 1.93
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